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K Y O T O

U N I V E R S I T Y

T O P I C S

病院担当理事 

佐古　伊康 

新病院整備推進室 

　医学部附属病院の基本理念の下、経営的

側面を視野に入れた新病院整備を推進する

ために設置された新病院整備推進室は、老

朽化した病棟を再構築し、患者さんを中心と

した診療体制重視の新病院建設を推進する

ため、基本ソフトの作成、医療法上の整合性、

債務償還計画等を総合的に計画・実行するこ

とを目的にしています。 

   京都大学医学部附属病院  基本理念 

１．患者中心の開かれた病院として、安全

で質の高い医療を提供する。 

２．新しい医療の開発と実践を通して、社

会に貢献する。 

３．専門家としての責任と使命を自覚し、

人間性豊かな医療人を育成する。 

　医学部附属病院の基本理念に基づく中期目標・中期計画に沿っ

て、実績の概要を述べます。 

 

さらなる医療サービスの向上へ 

　医療サービスの向上や経営の効率化を図りました。例えば、（１）

医療情報システムの更新に伴い、平成17年１月から新しい電子

カルテシステムを導入し、オーダリング機能を段階的に拡大して

います。新病院整備推進室を設置してアメニティ改善の検討に

入りました。（２）地域連携とネットワークの構築により、医療サービ

ス向上と社会連携を推進しました。例えば、紹介患者予約シス

テムを導入するとともに、病病・病診連携を推進する地域医療連

携室を設置しました。公開市民講座・公開シンポジウムなどを開

催しました。 

　そして、良質な医療人を育成するために医学部に設置された

医学教育推進センターと協力し、平成16年度から導入された新

卒後臨床研修制度に対応する研修プログラムの作成・見直しな

どにより、卒前教育のみならず卒後教育の充実に努力しました。

医師以外の医療職に対しても臨床実習研修検討委員会を設置

し、医療の質の向上に努力しました。  
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世界初　生体膵島移植 

　膵島移植とは、重症の糖尿病でインスリン

分泌能力がほとんどない患者さんに、膵臓か

らインスリン分泌担当の細胞の集まりである

膵島を分離し、点滴の要領で肝臓へ移植する、

侵襲の少ない細胞治療です。今回の生体膵

島移植は膵臓の提供が生体ドナーからで、世

界で初めての成功例となりました。 

 

 

新医療の発展 

　研究成果の診療への反映や先端的医療開発には引き続き意

欲的に取り組み、関係部局と協力・連携し、新医療の創生と高度

医療・先端医療の充実発展に努力しています。例えば、移植医

療と再生医療を中心とした高度先端医療の研究開発を進めて

おり、世界的レベルでの新医療の発展に努めました。なかでも、

平成16年6月7日には生体肝移植は1,000例に達し、平成16年4

月7日には国内初の心臓死ドナーからの膵島移植を実施し、年内

には9例に達しました。平成17年１月19日には世界で初めての生

体膵島移植を実施しました。また、医師主導型治験の推進に向

けて治験管理センターの整備を図りました。 

手術中の様子 

膵島移植チーム 

生体ドナーから提供された膵島 
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紹介患者予約システムの導入 

　予約および受付等に対応する事務体制の

整備を行い、他の医療機関との連携を推進し

ました。その結果、患者紹介率が平成16年

10月から12月にかけての3カ月間連続して、

上位の加算基準である50％以上を達成し、

平成17年2月より病院紹介患者加算3の適

用が可能となり、財政基盤の強化につながり

ました。 

 

卒前卒後の医学教育の充実 

　卒前卒後の医学教育を充実させるため、

医学研究科に「医学教育推進センター」を設

置し（平成16年4月）、専任の教員を2名配置

しました。 

　卒前教育については、同センターを中心と

して、カリキュラムの整備を進めています。

　卒後教育については、医学部附属病院が

同センターとの協力の下に、豊富な症例数と

クオリティコントロールを生かすことにより

十分な臨床経験が得られる卒後臨床研修プ

ログラムを策定し、研修医を募集しました。

その結果、研修医マッチング成立者率100

％の成績を得ました（参考：全国の大学病院

平均約70％）。 

高度移植医療の先導的役割 

　平成16年度末までに、脳死肝移植15例、

脳死肺移植4例、脳死小腸移植1例、膵島移

植11例などを実施しています。 

　また、特に生体肝移植については、平成2

年6月に初めて実施して以来、平成16年6月

には1,000例目を実施するなど、世界で先

導的役割を果たしています。 

 

病院運営にあたり 

　法人化に伴う病院組織のあり方委員会を設置しました。適切

な医療従事者等の配置に向けて、病床再配分および人員の適

正配置に関する検討プロジェクトチーム委員会を設置し、基本方

針をまとめました。しかし、実行は平成16年度の収支実績をふま

えて、平成17年度の新執行部に委ねられました。 

　また外部研究資金その他の自己収入の増加、ならびに病院運

営の効率化と運営体制の強化等を通じて、自己収入の安定的

確保に努めました。例えば、医薬品を中心とする在庫の見直し、

保留レセプトの集中的処理、在院日数28日以内、年間病床稼働

率81％超、紹介患者率50％超による診療報酬加算などを通じた

収益向上によって、平成16年度会計収支では黒字が達成されま

した。   

　自由な学風は、京都大学の教育研究のバックボーンです。健

全な経営は、栄えある伝統を継承して良質の教育研究を推進す

る糧です。法人化直後の現在、経営上、自律への意識覚醒、とく

に意思決定メカニズムと責任の明確化、大学の使命に即した医

療の差別化と効率化等には、残された課題が少なくありません。   

 

年別 

平成２年 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６年 ６月 

１５０ 

１００ 

５０ 

累積 

４００ 

６００ 

２００ 

小児613例 

成人387例 

小児（１８才未満） 

生体肝移植症例数の推移 

成人（１８才以上） 

小児累積 

成人累積 
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院内コンサート 

　入院患者さんへ“憩いのひととき”を提供す

るため、平成７年から毎年、事務部・看護部に

よる実行委員会が企画している手作りのイベ

ントで、京大病院の恒例行事となっています。 

看護実践開発センターの設置 

　看護部と医学部保健学科が共同して、安全

で質の高い医療を提供することを目的に、新

しい看護技術の開発・研究に取り組むための

看護実践開発センターを設置しました（平成

１６年４月）。同センターでは、地域医療機関と

の連携を強化するとともに、新しい看護技術

や基準についての情報提供を行っていくこ

とにしています。 

病院運営 

　医学部附属病院の経営改善を図るため、「収

支計画と実施方策」を策定し、次のように収

入確保・支出削減に努めました。 

（１）収入の確保 

　病床稼働率の目標値の設定、空床病床管

理要項の制定などによる病床稼働率の向上、

紹介患者予約システムの導入などによる患

者紹介率の向上および診療報酬請求漏れの

精査などによる収入の確保 

（２）支出の削減 

　建物設備維持保守費の削減、外部委託費

等の見直し、医療材料および薬品購入費の削

減などによる支出削減 

 

研究成果の診療への反映 

　医学部附属病院探索医療センターにおいて、

新医療開発のため、他機関や関係部局との

協力・連携の下に、流動プロジェクト6件を推

進しました。 

医療開発管理部の設置 

　医学部附属病院で研究開発された新規医

療薬品候補・デバイス等の臨床開発を着実に

進め、実用化を促進するために医療開発管

理部を設置しました（平成１６年４月）。具体的

な業務としては、新しい医薬、医療技術等の

実用化に関わる情報の収集・分析を行い、特

許の確保および事業化戦略を立案すること

となっています。 

外来患者延数と1日平均患者数の推移 

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

５５０,０００ 

５６０,０００ 

2,289名 

2,320名 

2,353名 

５７０,０００ 

５８０,０００ 
（名） 

1日平均 
外来患者数 

外来患者延数 

採択プロジェクト 

網膜の再生医療 
プロジェクト 

平成13年度 

グレリン創薬 
プロジェクト 

平成13年度 

HGF肝再生医療 
プロジェクト 

平成14年度 

膵β細胞再生医療 
プロジェクト 

平成14年度 

チオレドキシン 
プロジェクト 

平成15年度 

重症心不全への 
細胞移植プロジェクト 

平成15年度 

５６０,７９５名 ５７０,８０１名 ５７１,８９５名 

採 択 年 度  


